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4.1 油汚染土壌のバイオレメディ工ーション そこで現在は より普遍性のある結果を得るために
汚染土壌中の成分は，毒性の高いPAHsや重金属等 また任意の汚染濃度を作成できるという点から，モデ
の比較的低分子から，レジン・アスファルテン分等の ル油汚染土壌を利用して実a験を行っている。モデル油

























































































































































































(Linear Free Energy Relationship)，分子軌道論， QSAR 
(Quantitative Structure Activity Relationship)等の分子
構造に関連する理論を利用して，未知の微量汚染物質
についても，流域内での挙動・消長・リスクを推定す
ることが可能なものとする。
微量汚染物質から始まった研究は，統合的湖沼流域
管理の方向へと進展し，さらにこれら両者を融合する
形として進化しようとしている。
